










蛋白研 からの初めての委員 として、編集委員会 に参加 して約1年 にな ります。私 にとっ
て、「低温セ ンターだよ り」 は、阪大 ニュース などとともに研 究室の書架 にある多 くの出
版物のひ とつであ り、 ほとん ど目次 を見 るだけの もので した。それは、生物物理化学や核
ス ピン磁気共鳴 を専 門にす る私に とっては、肩 のこらない紙面 を作 っている 「センターだ
より」 で も、まだ、異分野 の専 門的な解説の ような気が していたか らか もしれませ ん。
そんなこともあ り、編集委員 になって何 ができるのか心配 な面 もあ りま した。 しか し、
編集長 の北 岡先生 を中心 として、関連部局か ら約10人ほど集 ま り、季節 に一回行われる編
集委員会 に参加するようになって、案外、お もしろ く思 うことも、多々あるこ とがわか り
ました。
その理由は:今 回の記事の内容で も、私 には一見関係が ないようで もよ く考 えてみる と、
実 は役 に立つ ことが少なか らずあること。阪大で行 われている先端的な研究 内容や設備に
ついて、一端だが聞けること。隣…の部局で も、研究の興 味や、建物 を作 る目的がわか らな
いことが多 くあ ります。大 きな大学 である阪大内での異分野交流 として もお もしいこと。
また、逆 に話 を聞いてい ると、世 間は狭 く、共通 の知 人や興味 などの話 が異 なるチ ャン
ネルか ら聞けること。低温セ ンターの設備 や苦労、利用法 など、今後 の参考 になることが
わかること。編集委員 として 自分の関連する分野の人 にも原稿 を依頼 して、これ までは掲
載 されなかった分野 を紹介で きること。
以上の ような ことが反映で きる、意外 にお もしろい 「低温 センターだ より」 にで きれば
と思い ます。(藤 原敏道)
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表紙 説明:カ ーボ ンナノチューブFETの 模式 図(上 図)と 単一正孔 トランジス タの クーロ ンダ
イアモ ン ド特性(下 図).
